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12月 21日、東京の連合会館で「加茂生コン第 1事件報告会が開かれた、これは、12月 17日、京
都地裁で開廷した「関西生コン加茂生コン第１事件の一審判決」の報告会で、会場には、関西生コ
ン弁護団、支援する労働者が詰めかけた。京都地裁の判決は、「大阪スト２次事件」に続く不当判決
だった。判決内容は、「全日建運輸連帯労働組合関西生コン支部の組合員で、原告のＡさんを懲役 1
年（執行猶予 3年）、Ｂさんは懲役 8ヵ月（執行猶予 3年）の強要罪にでっちあげる不当判決を突き
つけた。関西生コン支部武健一委員長と湯川裕司副委員長の共謀罪容疑は問われず無罪」とした。

不当労働行為に抗議したら、なぜ強要なのか

加茂生コン第1事件
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●加茂生コン第１事件の概要
加茂生コン事件は、現場の組合員２名の行動が第１事件として審理され、武委員長と湯川副委

員長については第２事件として別の事件と併合審理されていた。今回は前者の第１事件について
の判決となったが、第2事件についても審理された。事件の発端は「子どもの保育所に提出する
就労証明を求めたことが脅迫未遂で逮捕とされた。労働組合加入以前は普通に出されていた就労
証明書だったが、組合加入通知以後に請求したら拒否された。行政の窓口に相談（就労状況を説
明）して、「申告書」を提出することで仮受付をしてもらった。裁判所は、「これで就労証明を出
す必要が無くなったから、『申告書』」を出した以降の就労証明の要求は『強要』だと不当な判断
をした」。これでＡさんに懲役１年、Ｂさんに懲役10カ月もの重罪が課せられ、労働組合運動が
否定された。京都地裁の判決は、信じがたい不当なもので関西生コンに集中して続けてられてい
る。

東京の連合会館 
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【報告会】
■挨拶 小谷野毅全日建書記長

12 月 17 日、二つ目の裁判があった。いくら何でも無罪と思っていた
が、有罪の判決に憤りを感じた。2015年頃に日雇給付金事件があった。
加茂生コンでは日雇手帳持たせず、正社員にしないで不安定雇用が続
いた。そんな労働者が関西生コンに組合加入した。すると会社は豹変
した。「うちには社員がいない。労働組合もない」。それだけなく「廃
業する」など、典型的偽装倒産を仕掛けた。組合員が、子どもの保育
所に提出する「就業証明書」を申請すると、社員じゃないと拒否。内
容証明の郵便も受け取らない。会社に来いと行くと、木津市役所から
の電話で「就業証明書を出すべき」と質され、社長夫人は、吉本新喜
劇を思わせる「気分が悪くなった」とその場にばたりと倒れ、救急車
搬送。それは会社の監視カメラによる映像に残っている。それなのに
強要罪で起訴した。

■京都地裁判決当日のビデオ映像
ビデオ映像が流された。

■久堀 文関西生コン弁護団
【ビデオでの報告】
「社長夫人の気分が悪くなった」ことを強要罪に結びつけけ、裁
判所は「圧力を目的とした監視」と決めつけた。裁判所は、就労
証明書の公的義務があるとしながら、雇用関係をむやむやにした。
武委員長、湯川副員長の共謀未遂はなかったが、そもそも当初か
ら共謀罪の狙いがあった。共謀罪の成立を狙っいた。筋の通らな
いものが多くある。「会社の不誠実はあったが、それ以上に会社
に心理的圧迫した。必要以上に追い詰めてはいけない。公的手段
が不誠実でも、必要以上ダメ」など、労働組合の当然な活動の否
定を述べる。裁判所は公的手段を自立手段と決めつけた。全て映
像に残っているのにである。組合員の行為は犯罪と決めつける裁
判所は、どんなことでも起訴して有罪にしようとしている」。

■宮里邦雄さん顧問弁護士のコメント
「組合を弾圧するとき、威力業務妨害、強要罪を使ってくる。正当な組合活動を歪曲して解釈する。
黙示的無罪をしたくないから、危害を加えかねないとしても、独自的推測で有罪論理を作り出した。
強要罪は重い罰金刑ですまない実刑になる。本質なところで無理に有罪を課した。高裁判決で逆転
して勝ちましょう」。

■連帯挨拶
◆佐竹信さん(支援する会共同代表)
「内部留保 475兆円は、労働者に賃金をちゃんと配分していないか
らだ。労働者の賃金要求に金を出さない。組合は怒らないといけな
い。関西生コンが中小企業と一緒に闘い、ゼネコンに生コンの適正
価格を迫るのを嫌がる。企業はこれが一番怖いのだ。大企業の社長
は自殺しない。部下と中小に責任を転嫁するからだ。安部と菅のバ
トンタッチは、ヤクザから半グレだ」。

◆村上全水道書記長
「関西生コン事件は人事でない。私たちも微力ながら勝利判決まで
頑張りましょう」。
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◆平賀雄次郎全国一般全国協委員長
「雇用の使用者責任を無視、労働組合を無視した露骨な不当判決だ。労働組合が適正な法的手段を
取らなかったと裁判所が決める権利はない。不当な弾圧にめげず頑張りましょう」。

◆渡辺秀雄全国ユニオン東京ユニオン代表
「関西生コンがこれほど叩かれるのは、生コンの適正価格を守ることを嫌がる大企業の横暴がある。
企業の当然な攻撃だ。ホットラインに相談が来ない。なんでも相談をやっても物は余る。困ってる
人いる。だから手は抜けない頑張りましょう」。

◆藤本泰成支援する会共同代表

「労働三権が作られた歴史を踏まえた裁判所であってほしい。しかし、裁判所は逆に不当な法律解
釈で労働組合を弾圧する。これが関西生コン弾圧の本質だ。権力の横暴を許さず勝利まで頑張りま
しょう」。

■閉会挨拶
◆菊池進全日建委員長
「皆さんのご支援と今日の激励挨拶に心から感謝を申し上げます。京都地裁の判決は負けると思わ
なかった。この裁判は始めから仕組まれたものだ。高裁では必ず覆す無罪判決勝ち取ります。皆さ
んと勝利判決まで頑張ります。ありがとうございました」。

2020年12月17日 京都地裁


